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水槽の水は基本的には入れ替え

ませんが，ろ過装置により常にきれ

いな状態に保たれています． 

最奥部にプランジャー式造波機，側壁上部に通路，その真下

に曳航台車のレール，水面部に可動式消波板が設置されてい

ます．レールは水平に調整され，その誤差は 100m 間で 1mm
以内です． 

設  備 仕   様 

水  槽  長さ 100m, 幅 7.8m, 深さ 4.35m 
レ ー ル  50Kg/m, 上面、側面機械加工, 

 継目板を溶接 
曳航台車  長さ 7.4m, 幅 7.8m,  

 ホイール・ベース 6.4m 
  鋼製ボックス・ガーダー構造, 総重量 20t 
  駆動モーター AC7.5KW, 4台 
  走行速度 0.01～3.5 m/s 
 ACサーボモーター 

ディジタル式IGBT-PWM方式 
  速度設定精度 ±0.2mm/s以下,  

 速度安定度1m/s時1mm/s r.m.s以下 
造 波 機  プランジャー式, 駆動モータ 11KW, 2台 

  最大波高 500mm, 波長 0.5～15m 
  不規則波発生可能 
消波装置  水槽端に固定式すの子ビーチ 

  側壁に可動式消波板 
ろ過装置  循環式ろ過装置 環水能力40t/h 

 

曳航台車の床中央部は自由に開閉

でき，そこに実験模型を設置します．

二重構造の床は，その下部を水面付近

まで下げることができるので，流体力

学の現象を間近で観測できます． 

 
現在の船舶海洋試験水槽は 1970 年に建造さ

れ，船舶海洋工学の分野で多くの成果を上げて

きました．試験水槽としては中型のサイズでそ

の大きさは，長さ 100m，幅 7.8m，水深 4.35m
です．水槽端部に設置された造波機により，波を

造ることが可能です．右写真の曳航台車は，水槽

の両端間を自由に移動することでき，ここから，

船やロボットの運動などを観測します． 
水槽試験は，実際の海洋での船舶，海洋構造

物，ロボットなどの挙動を調べ，それらの性能を

推定するのに大変有効な手段の一つです．最近

では船舶事故の対策として，安全性に対する評

価も必要になってきました．さらに，浮体式の海

上プラントなどの海上空間利用の研究も進めら

れており，船舶海洋試験水槽が果たす社会的役

割は今後ますます重要となるでしょう． 


